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接着操作を簡略化し，操作エラーを軽減させる目的で，ワンステップセルフエッチボンディング材

（ワンステップボンディング材）が開発され，レジン接着修復に広く用いられている。 

最 近 の ワ ン ス テ ッ プ ボ ン デ ィ ン グ 材 に は ， 高 い 歯 質 ア パ タ イ ト の 脱 灰 能 を 示 す

10-methacryloyloxydecyl dihydrogen phosphate （MDP）が酸性モノマーとして使用されている。こ

れは，MDP がスメヤー層およびその直下エナメル質あるいは象牙質の脱灰過程を通して，溶出したカ

ルシウムイオンが MDP のカルシウム塩を生成するばかりでなく，生成された MDP のカルシウム塩がレ

イヤー構造を形成して歯質接着性や接着耐久性を向上させると報告されているためである。 

ワンステップボンディング材の pHは，MDP がエナメル質および象牙質を脱灰する能力を表す指標と

して有用であると報告されているが，その一方で，ワンステップボンディング材の pH，つまり，MDP

の象牙質脱灰能と象牙質接着との間には相関が認められないという報告もある。これは，ボンディン

グ材の pHはボンディング材を構成するモノマーの種類，水を含む希釈剤ばかりでなく，その割合に強

く依存するためである。 

本研究では，水の添加量が異なる 4 種のワンステップボンディング材（水の添加量：46.6，93.2，

149.8，208.1 mg/g）を調整し，これを研磨象牙質に 20 秒間作用させた後，ボンディング材処理研磨

象牙質表面の走査型電子顕微鏡観察を行い，ボンディング材への水の添加量が研磨象牙質脱灰能に及

ぼす影響を検討した。さらに，これらワンステップボンディング材を 20 秒間作用させた研磨象牙質に

対するレジンの接着強さを調べ，ボンディング材への水の添加量が接着強さに及ぼす影響を検討した。 

その結果，以下の結論を得た。 

1．ワンステップボンディング材への水の添加量が 46.6 から 208.1 mg/g へと増加すると，ワンステッ

プボンディング材の pHは 0.87から 1.68 へと上昇した。 

2．研磨象牙質の脱灰能はボンディング材中の水の濃度に強く依存し，水の添加量が 93.2 mg/g以上で

は，大部分のスメヤー層が研磨象牙質から除去され，開口した象牙細管が観察された。しかし，水の

添加量が 46.6 mg/gのボンディング材を作用させた場合には，スメヤー層が研磨象牙質表面に残留し，

スメヤー層を研磨象牙質から除去する能力は，ボンディング材の pHよりボンディング材に添加されて

いる水の量に強く依存することが明らかとなった。 

3．ボンディング材への水の添加量を 46.6 から 93.2 mg/g へと増加すると，大部分のスメヤー層は研

磨象牙質から除去されるが，象牙質に対するボンディング材の接着強さは 16.0 から 13.3 MPa へと有

意に低下した。これは，研磨象牙質の脱灰過程を通して生成される MDP カルシウム塩のビニル基の重

合性が低下したためと考えられた。しかし，サーマルサイクルを負荷すると，カルシウム塩を形成し

た MDPのビニル基の重合が促進されるため，ボンディング材の接着強さは約 1～2 MPa上昇し，46.6 mg/g

の水を含有するボンディング材の接着強さの値と有意差は認められなかった。これらの結果から，歯

質アパタイトの脱灰を通して生成される MDP のカルシウム塩はワンステップボンディング材の象牙質

接着性に大きな影響を及ぼしていることが示唆された。 

以上，ワンステップボンディング材への水の添加量はスメヤー層の除去能および象牙質接着能に大

きな影響を及ぼすことが明らかになった。これらの結果は，高い接着性能を有するワンステップボン



ディング材の開発の一助となるばかりでなく，ワンステップボンディング材のさらなる発展に繋がる

とともに，今後の歯科医療に大きく貢献するものである。 

よって本論文は，博士（歯学）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
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